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・ 上期売上は前年同期比３割減（受注は５割減）

・ たな卸資産評価損３.７億円を売上原価に計上

High light

・ 通期売上２７億円、営業損失▲８.２億円を予想

・ 今後の受注等を勘案するため配当予想は未定



売上低迷、在庫評価損（売上原価）で営業損失拡大
・売上は前年同期比３割減。（ハンドラは７割減、テスタは概ね前期水準）

・コロナ禍で先行き不透明感が強まるなか、一部在庫を保守的に切下げ。

（百万円）
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受注回復に至らず、受注残高が減少
・受注は５割減の１１億円と売上を下回り、受注残高は８.１億円に減少。

・テスタは国内外で一定の引合。ハンドラは海外大手顧客の注文が停滞。
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第2四半期第2四半期 第2四半期 第2四半期 第2四半期通期 通期 通期 通期

売上減少のなか、テスタを中心に中国向けが３割
・中国市場で新規顧客５社より本体受注獲得。米中摩擦の動向を注視。
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手元流動性が厚く、コロナ禍でも安定経営が可能

・売掛金回収が進み現預金３２億円。自己資本比率は９５％と高水準。

・たな卸資産評価損の計上（非キャッシュ項目）により在庫を圧縮。



直近の動向を踏まえ、通期予想を算定
・新型コロナ、米中摩擦で不透明感が強いが、営業損失▲８.２億円を予想。
・回復期に備え、収益力強化に向けた研究開発投資は前期水準を維持。

（百万円）



ご注意

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記
述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として
約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。


